
～　公益社団法人 全国自治体病院協議会と共に５7年　～

《 当賛助会は、公益社団法人 全国自治体病院協議会への協力と自治体病院の発展に寄与することを目的としています 》
全国自治体病院協議会・賛助会

会員数 124社(2024年9月1日現在)

第1ブロック 医療機器・メーカー部門 （２6社） 第２ブロック 施設設備部門 （29社） 第３ブロック 設計建築部門 （２7社）

第４ブロック 製薬部門 （7社） 第５ブロック 医療関連サービス部門（27社）
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小川医理器㈱
グリーンホスピタルサプライ㈱
コニカミノルタジャパン㈱
サカセ化学工業㈱
サクラ精機㈱
GEヘルスケア・ジャパン㈱
シーホネンス㈱
シーメンスヘルスケア㈱
㈱ジェイ・トラスト
シスメックス㈱
㈱島津製作所
㈱タカゾノ
㈱千代田テクノル
テルモ㈱
日機装㈱
二プロ㈱
日本光電工業㈱
パラマウントベッド㈱
㈱フィリップス・ジャパン
フクダ電子㈱
富士電機㈱
富士フイルムメディカル㈱
㈱ホギメディカル
村中医療器㈱
㈱理舎
㈱リブドゥコーポレーション
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エーザイ㈱
共創未来ファーマ㈱
沢井製薬㈱
田辺三菱製薬㈱
東和薬品㈱
日本ケミファ㈱
持田製薬㈱

第6ブロック 情報通信部門 （8社）
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㈱アイシーエム
㈱ITガード
アイホン㈱
㈱アルム
㈱アルメックス
㈱ヴァイタス
㈱ケアコム
㈱メドコム
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アーパス技研工業㈱
㈱アイホー
アズビル㈱
アルファエネシア㈱
エア・ウォーター防災㈱
㈱オカムラ
北沢産業㈱
コクヨ㈱
コマニー㈱
三建設備工業㈱
㈱三晃空調
三和シヤッター工業㈱
シンフォニアエンジニアリング㈱
スパイラックス・サーコ合同会社
㈱セントラルユニ
ダイダン㈱
田島ルーフィング㈱
㈱中西製作所
日本空調システム㈱
㈱日本シューター
日本調理機㈱
能美防災㈱
㈱パートナ
菱機工業㈱
不二サッシ㈱
㈱フジマック
文化シヤッター㈱
ホシザキ販売㈱
ヤンマーエネルギーシステム㈱
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㈱梓設計
㈱石本建築事務所
㈱伊藤喜三郎建築研究所
鹿島建設㈱
木内建設㈱
㈱教育施設研究所
㈱楠山設計
㈱久米設計
㈱佐藤総合計画　
㈱昭和設計
㈱大建設計
大成建設㈱
大和リース㈱
㈱竹中工務店
戸田建設㈱
㈱内藤建築事務所
㈱内藤ハウス
西松建設㈱
平井工業㈱
㈱病院システム
㈱藤木工務店
㈱フジタ
㈱松田平田設計
㈱松村組
㈱村田相互設計
㈱山田綜合設計
㈱横河建築設計事務所

Japan Municipal Hospital 
Association・Partners

各会員企業へのご連絡は…
全国自治体病院協議会・賛助会
http://www.jmha-p.net/
QRコードで確認できます

本誌掲載記事の無断転載を禁じます

2024年度 三役会社
会長会社　　　　 富士電機㈱
副会長会社（会計）　大成建設㈱
副会長会社（総務） アイホン㈱

公益社団法人全国自治体病院協議会と自治体病院の発展に寄与することを
目指します

理　念

①協議会と協議会所属病院が行う事業に対し協力します
②会員を対象とする研修会等を実施します
③その他本会の目的達成のため必要な事業を行います

基本方針

病院事業に関わる事業を営む者で本会の主旨を十分に理解した法人です

会　員

自治体病院とともに57年

「人手不足の解消、職場満足度向上のためのサービス」
「人材強化・研修プログラムツール」
「業務効率」「情報共有ツール」

全国自治体病院協議会・賛助会広報誌　http://www.jmha-p.net/

賛助会組織について
賛助会ホームページについて　　表紙写真の説明
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「経営強化への取り組み」に関するシステム、
サービス、製品等について
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Japan Municipal Hospital 
Association・Partners

㈱アートネイチャー
㈱アメニティ
㈱医療開発研究所
㈱エヌジェーシー
㈱エフエスユニマネジメント
㈱エラン
㈱LSIメディエンス
㈱キャリアウィン
㈱グローバルヘルスコンサルティング・ジャパン
ケイ.アンビエンテ㈱
㈱サンワ
㈱シード・プランニング
㈱ジェイワールドトラベル
㈱システム環境研究所

㈱じほう
㈱ソラスト
㈱トーカイ
㈱ニチイ学館
㈱日本経営
㈱パースジャパン
PwCコンサルティング合同会社
フィルタス㈱
富士産業㈱
㈱プラスPM
ベストワールド㈱
㈱丸井工文社
八尾医療PFI㈱
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　経営改善のためには収益つまり、単価と患者数の改善が不可欠で
ある。特に単価の改善にあたっては、改定ごとに複雑性を増す診療
報酬に対応し、自院にとって取るべき点数を見極めることが一つの
ポイントとなる。当社では機能や規模感が類似する病院が届け出て
いる施設基準の比較を支援の第一歩としている。臨床関連の点数等
を含めると、項目が多岐に渡るため、まずは一般的に収益インパク
トが大きい項目に絞って検討することも重要となる。また、昨今では
患者数の変化（主に減少）や新たな医師の参画によって、過去には

単価・患者・人材の三位一体強化支援について

https://www.pwc.com/jp/ja/industries/healthcare/hpls-lting.html

PwCコンサルティング合同会社
ヘルスケア・医薬ライフサイエンス事業部

取れなかった施設基準をいつの間にか満たしているようなケースも
存在するため、過去に見送った診療報酬についても再度確認・議論
することも重要だ。
　項目を抽出したのちに、医事課等との協議によって取り組み項目
を決めることとなるが、診療報酬に紐づく施設基準は多様かつ記載
箇所も多岐に渡るため、「要件チェックリスト」などを作成・活用し
て議論を進めると同時に、時には臆せず厚生局に疑義照会をかける
ことも重要となる。

「経営強化への取り組み」に関するシステム、サービス、製品等について
Vol.19かけはし

単価向上に向けた施設基準の取得と病床転換支援

　単価の上昇という観点からは病床転換が一つの選択肢となる施設
も少なくない。病床転換においては、まずは“あたりをつける”という
観点から、転換先の点数を把握した上で、既存患者の単価がどのよう
に変化するかを試算することが第一歩となる。
　また、当社は収支分析と同等、もしくはそれ以上に転棟ルールの構
築が重要と考えている。病床転換のシミュレーションを精緻に実施し
たとしても、実行されなければ「絵に描いた餅」となる。シミュレー
ションはすでに退院した患者のデータ、つまり「結果」から判断してい

るが、実際の現場ではその患者が将来どうなるかはわからない。その
ため、機械的な収支シミュレーションにとどまらない、傷病名や患者状
態を加味した“実運用を踏まえた”検討が必要となる。検討に際して
は医師、看護師、セラピスト、連携室などを含めた職種横断的な議論
によりルールを策定していくことが肝要だ。最終的にはいつ、誰が、ど
のようなタイミングで、何を根拠に、何を判断するのか、という転棟
ルールを作成し、実行力を担保する。

　昨今の病院経営は複雑性を増しており、経営改善には単価向上や増患に向けた複数の取り組みの「合わせ技」だけでなく、それらを主体的に
実行する内部人材の強化も重要なポイントです。今回は単価・患者数の増加に加え、人材強化に向けた当社の支援をご紹介します。

　一般的に、病院の患者ルートは大きく外来（直接来院）・紹介・
救急と分けられる。病院に求められる役割を踏まえ、また、救急も
救急隊からの紹介と捉えると、地域から紹介患者を集める力、すな
わち紹介力の強化はいずれの病院にとっても重要な取り組みとなる。

一方で紹介力の要となる地域連携に係る活動を効果的に実施できて
いない病院は少なくない。私たちのこれまでの支援実績から、「効
果が出ない場合の例」と「実施すべき対応」は以下のように整理さ
れる。

　特に当社が紹介力の強化を支援させていただく場合は、周辺施設
（時には介護関連施設や救急隊を含む）へのヒアリングにより、自院
の関係者から見た自院のポジションを明確にすることから進めること
が多い。地域における自院の役割について詳しく語れる病院が非常
に多い一方で、周辺施設からどのように見られているかを的確に把

握できている病院は非常に少ないためである。また、周辺施設と日
常的に十分なコミュニケーションを取っている場合においても、病院
には直接言いにくい要望というのが必ずあり、私たちがヒアリングを
実施する一つの意義となっている。
　業務においては、これまでの紹介実績等を元に紹介件数が多い施
設や、直近で増減があった施設、近隣だが紹介実績が少ない施設
等を洗い出し、ヒアリングを実施する。正直に申し上げると、ヒアリ
ング結果は自院にとっては非常にショッキングな内容となることが少
なくない。しかし、紹介患者の増加に成功した施設はいずれもヒアリ
ング内容を真摯に受け止め、改善に向けたアクションがとれている。
　紹介患者増加に向けたアクションについては、具体的かつ継続的
な活動の設計が重要となる。特に自治体病院においては事務方が異
動してしまうケースも多く見られ、訪問等によって取得した各施設の
情報が個人に紐づくことなく、整理されていることも非常に重要だ。
以下に患者増加に向けた地域連携室における具体的な業務流れの例
を示す。

患者数増加に向けた紹介力強化支援

　病院経営において取るべき打ち手は、各施設の機能や規模だけで
なく、地域や周辺の医療環境によっても大きく異なるため、他施設
で成功した事例の“横展開”が非常に難しいという業界特性がある。
そのような環境下で継続的な経営改善に不可欠なのが、経営人材の
育成である。前述した通り、自治体病院は事務部門の異動が多く、
短期間での育成や、管理職以上の異動の可能性が低い人材の徹底
した育成が経営改善の成否を左右するといっても過言ではない。
　当社にも人材育成についての問い合わせが多数あるが、おすすめ

しているのは問題解決能力研修の実施である。問題解決能力につい
ては様々な関連書籍が刊行されているが、病院経営の現場でどのよ
うに活用してよいかまではイメージが付きにくい。また、打ち手の実
行においては、医師をはじめとした様々な職種への説明が必要とな
るが、資料の作成や説明・プレゼンテーションに苦手意識を持つ職
員も少なくない。当社の問題解決能力向上研修においては、各自が
持つ具体的な業務 / 経営課題をテーマとして、課題の設定から打ち
手の検討、周知、理解までをワンパッケージで支援している。

　本研修については、多職種かつ部門 / 部署 / チーム単位の実施
が伴う場合に効果が大きくなる傾向がある。病院経営の特徴として、
多職種参画による協働が挙げられるが、裏を返せば、他の職種の業
務についてはほとんど理解できていないのが実態である。今後の経
営改善には多職種連携が欠かせないため、他の職種がどのような課
題をどのような視点でとらえているかを理解する場としても本研修
は最適であり、研修を通じて多職種間のコミュニケーションが改善
され、タスクシフトが円滑に進んだ事例もある。また、本研修は個
人としての学習にも効果を発揮するが、部門全体が問題解決に向け

て共通の考え方を身に付けることで、議論が深化し、実行力が向上
する。部門全員が同じタイミングで研修を受講する必要はないが、
数年単位の受講計画を立案することが肝要だ。

　以上、直近の病院経営の実情を踏まえ、特にご要望の多い3つの
視点について当社の具体的な支援事例をご紹介した。冒頭お伝えし
た通り、現在の医療環境を踏まえるといずれも欠かせないポイント
となるが、病院の実態に合わせ、必要なものから支援することが可
能となっているため、気軽にお問合せ願いたい。

人材強化に向けた問題解決力向上支援

受理届け出名称 算定率 当院
【参考】〇床以下（n-150）

A病院 B病院 C病院 D病院

酸素の購入単価 100% ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

入院時食事療養／生活療養（Ⅰ） 100% ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

医療保護入院等診療料 98% ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

看護補助加算 98% ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

精神科作業療法 96% ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

看護配置加算 91% ✓ ✓ ✓

ＣＴ撮影およびＭＲＩ撮影 85% ✓ ✓ ✓

薬剤管理指導料 81% ✓ ✓ ✓

精神病棟入院基本料 79% ✓ ✓ ✓

精神科救急搬送患者地域連携受入加算 66% ✓ ✓

精神科応急入院施設管理加算 64% ✓

療養環境加算 58% ✓

救急医療管理加算 51% ✓

こころの連携指導料（Ⅱ） 45% ✓ ✓ ✓

療養生活継続支援加算 38% ✓ ✓

後発医薬品使用体制加算１ 25%

施設基準のベンチマーク

施設基準

• 当該医療機関に常勤の薬剤師が2人以上配置されている。なお、週3日以上かつ22時間以上の
勤務を行っている非常勤の薬剤師を2名組み合わせることにより、常勤薬剤師の勤務時間帯と
同じ時間帯に配置されている場合には、これらの非常勤薬剤師を常勤薬剤師1名まで
常勤換算することができる

• 病棟薬剤業務を行う専任の薬剤師が当該医療機関のすべての病棟〈A106 障害者施設等入院
基本料またはA307 小児入院医療管理料以外の特定入院料〈病棟単位で行うものに限る〉を
算定する病棟を除く〉に配置されている

※複数の薬剤師が1の病棟において病棟薬剤業務を実施することは妨げない

• 一般病棟入院基本料、療養病棟入院基本料、結核病棟入院基本料、精神病棟入院基本料、小児
入院医療管理料のいずれかを算定している患者に対し、病院単位で薬剤関連業務を行っている

• 病棟専任の薬剤師による病棟薬剤業務の直近1カ月の実施時間が合算して1週間につき20時間
相当に満たない病棟がない〈A106 障害者施設等入院基本料またA307 小児入院医療管理料
以外の特定入院料〈病棟単位で行うものに限る〉を算定する病棟を除く〉

• 病棟薬剤業務の実施時間には、A307 小児入院医療管理料の「注6」に規定する退院時薬剤情報
管理指導連携加算、B008 薬剤管理指導料およびB014 退院時薬剤情報管理指導料算定のため
の業務に要する時間は含めていない

• B008 薬剤管理指導料に係る届出を行っている

要件チェックリスト

image

filter1 1st：傷病名別

filter2 2nd：患者状態

入院患者（一般病棟）

転棟患者（地域包括）

除外

除外

1st 傷病名別
• 貴院に入院する傷病名別（1年で2例以上ある傷病名）について、

地域包括ケア病棟への転棟可否および目安の転棟日を分析・
調査

• 当該フィルターによって、転棟すると収益が悪化する傷病名を
明確化

2nd 患者状態
• 医療上の可否（医師）、看護必要度（看護師）、リハビリ単位数

（セラピスト）、退院先（連携室）という4つの視点でルール設計
およびオペレーションを検討

• 当該内容については、ルール構築と併せて、上記4つの視点を
集約する方法についても検討が必要

施設基準ベンチマークと要件チェックリストの例

転棟ルール検討のイメージ

効果が出ない場合の例と実施すべき対応

具体的な業務の例

問題解決のステップと研修のフォーカス
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4

5

先方のニーズを理解せず訪問活動を実施

• こちら側が伝えたい内容ありきで訪問した結果、先方のニーズに応え
られず、成果が伴わず徒労感だけが残る

• 次の地域連携活動に向けた取り組みが進みにくくなる

外回りのほとんどを委託業者任せ

• 信頼関係構築の貴重な機会を逸してしまう

• 先方のニーズや課題感を肌で感じられず、自分事と捉えにくい

地域連携活動に従事しているのが事務職員のみ

• 連携室による関係強化のみで終わってしまい、肝心の医師同士の
関係が希薄なままでは、抜本的な患者数増加に結び付かない

院内の紹介患者受入体制が不十分

• 一時的に紹介患者が増えたとしても、院内の受入体制が上手く
回っていないことで却って印象が悪化し、二度と紹介されなくなる
（例：予約問合せ時の待ち時間が長い、紹介したのに断られた）

持続可能な活動体制が構築できずに終了

• 継続的に実施できず、尻すぼみで終わってしまう

• 変化するニーズに対応できず、結果として患者数が伸び悩む

よくある効果が出ない場合の例 実施すべき対応

地域連携活動を重視すべき経営課題と捉える
組織として地域連携活動を強化する
必要な投資の検討、効率的かつ効果的な活動計画の策定

先方のニーズを明らかにしたうえで着手する
周辺のクリニックが他病院に送っている理由や、
自院に送らない理由、何に困っているかを把握する

可能な限り病院職員も足を運ぶ
地域と病院が「信頼し、信頼される関係」になることが
重要であり、訪問活動はそのための貴重な機会

地域連携・広報活動は組織全体で戦略を構築する
顔の見える関係作りのため訪問活動に医師を参画させる
地域連携戦略を包括的に検討する

院内における紹介患者受入体制を円滑にする
どのプロセスで課題が生じているのかを把握し、組織的に対応する。
改善の進捗を伝え、相手の期待値をコントロールする

訪問活動計画 アポイント取得 施設訪問 訪問結果整理

継続的な改善

事前に訪問先情報を収集したうえで、

①当社が単独で訪問するパターン

②当社と貴院が訪問するパターン

を想定。下記観点でヒアリングを行い、

訪問先施設の貴院に対する信頼感を

醸成し、安心して患者を紹介していただ

ける関係性を築く

• 訪問先ニーズを聞き出す

• それに応える貴院の魅力を伝える

患者支援センターから訪問先へ

アポイントを取得。当院の押し売り

ではなく、地域医療への貢献を

目的としたコミュニケーションを

前提とする 。訪問前に訪問先

クリニックの状況を確認（基本情報、

紹介患者数、医師の趣味嗜好、

出身大学、紹介患者の

エピソードなど）

毎回当社にて訪問時の討議メモを作成。

訪問先のニーズやお困り事、課題など

は専用シート（顧客DB）を作成して

蓄積する。内容を取りまとめたうえで、

定例会などで共有。今後のアクションを

議論することで次回訪問に向けた

改善に活かす

訪問先施設の優先順位を検討し、

具体的な訪問スケジュールを作成

※訪問件数を稼ぐよりも、1回の

訪問でどのようなコミュニケーションを

とるかが重要であり、

患者支援センターと十分に協議

課題の設定と分析
（答えるべき問いの設定）

打ち手の検討 周知・理解 実行

• 解くべき課題（課題）を
「北極星」として、明確に設定する

• 課題に対して原因を
明らかにするための分析を実施

• 具体的には以下を検討・実行

- 仮説の立案

- 分析事項の明確化

- 検証方法の検討

- So Whatの構築

• 明らかになった原因に対して、
打ち手を検討する

• 具体的には以下を検討・実行

- 打ち手の整理

- 打ち手の評価

- 実行計画
（ロードマップ／アクションプラン）

• 周囲を動かすことを目的として、

資料を作成し、プレゼンテーションを
実施

• 具体的には以下を実施

－メッセージのある資料作成

－人を動かすプレゼンテーション

• 打ち手を実行

• 実際の活動としては以下も構築する
必要がある

- 実行体制（必要に応じて会議体
／ワーキンググループ）

- KPI（結果指標だけでなく、行動
指標も重要）

- ダッシュボード
（KPIをまとめたもの）

• イシューアナリシス

• 分析結果

• 打ち手一覧

• 打ち手に関する評価結果

• 実行計画

• プレゼンテーション用資料 • 会議体制資料

• KPIおよびダッシュボード
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　経営改善のためには収益つまり、単価と患者数の改善が不可欠で
ある。特に単価の改善にあたっては、改定ごとに複雑性を増す診療
報酬に対応し、自院にとって取るべき点数を見極めることが一つの
ポイントとなる。当社では機能や規模感が類似する病院が届け出て
いる施設基準の比較を支援の第一歩としている。臨床関連の点数等
を含めると、項目が多岐に渡るため、まずは一般的に収益インパク
トが大きい項目に絞って検討することも重要となる。また、昨今では
患者数の変化（主に減少）や新たな医師の参画によって、過去には

単価・患者・人材の三位一体強化支援について

https://www.pwc.com/jp/ja/industries/healthcare/hpls-lting.html

PwCコンサルティング合同会社
ヘルスケア・医薬ライフサイエンス事業部

取れなかった施設基準をいつの間にか満たしているようなケースも
存在するため、過去に見送った診療報酬についても再度確認・議論
することも重要だ。
　項目を抽出したのちに、医事課等との協議によって取り組み項目
を決めることとなるが、診療報酬に紐づく施設基準は多様かつ記載
箇所も多岐に渡るため、「要件チェックリスト」などを作成・活用し
て議論を進めると同時に、時には臆せず厚生局に疑義照会をかける
ことも重要となる。

「経営強化への取り組み」に関するシステム、サービス、製品等について
Vol.19かけはし

単価向上に向けた施設基準の取得と病床転換支援

　単価の上昇という観点からは病床転換が一つの選択肢となる施設
も少なくない。病床転換においては、まずは“あたりをつける”という
観点から、転換先の点数を把握した上で、既存患者の単価がどのよう
に変化するかを試算することが第一歩となる。
　また、当社は収支分析と同等、もしくはそれ以上に転棟ルールの構
築が重要と考えている。病床転換のシミュレーションを精緻に実施し
たとしても、実行されなければ「絵に描いた餅」となる。シミュレー
ションはすでに退院した患者のデータ、つまり「結果」から判断してい

るが、実際の現場ではその患者が将来どうなるかはわからない。その
ため、機械的な収支シミュレーションにとどまらない、傷病名や患者状
態を加味した“実運用を踏まえた”検討が必要となる。検討に際して
は医師、看護師、セラピスト、連携室などを含めた職種横断的な議論
によりルールを策定していくことが肝要だ。最終的にはいつ、誰が、ど
のようなタイミングで、何を根拠に、何を判断するのか、という転棟
ルールを作成し、実行力を担保する。

　昨今の病院経営は複雑性を増しており、経営改善には単価向上や増患に向けた複数の取り組みの「合わせ技」だけでなく、それらを主体的に
実行する内部人材の強化も重要なポイントです。今回は単価・患者数の増加に加え、人材強化に向けた当社の支援をご紹介します。

　一般的に、病院の患者ルートは大きく外来（直接来院）・紹介・
救急と分けられる。病院に求められる役割を踏まえ、また、救急も
救急隊からの紹介と捉えると、地域から紹介患者を集める力、すな
わち紹介力の強化はいずれの病院にとっても重要な取り組みとなる。

一方で紹介力の要となる地域連携に係る活動を効果的に実施できて
いない病院は少なくない。私たちのこれまでの支援実績から、「効
果が出ない場合の例」と「実施すべき対応」は以下のように整理さ
れる。

　特に当社が紹介力の強化を支援させていただく場合は、周辺施設
（時には介護関連施設や救急隊を含む）へのヒアリングにより、自院
の関係者から見た自院のポジションを明確にすることから進めること
が多い。地域における自院の役割について詳しく語れる病院が非常
に多い一方で、周辺施設からどのように見られているかを的確に把

握できている病院は非常に少ないためである。また、周辺施設と日
常的に十分なコミュニケーションを取っている場合においても、病院
には直接言いにくい要望というのが必ずあり、私たちがヒアリングを
実施する一つの意義となっている。
　業務においては、これまでの紹介実績等を元に紹介件数が多い施
設や、直近で増減があった施設、近隣だが紹介実績が少ない施設
等を洗い出し、ヒアリングを実施する。正直に申し上げると、ヒアリ
ング結果は自院にとっては非常にショッキングな内容となることが少
なくない。しかし、紹介患者の増加に成功した施設はいずれもヒアリ
ング内容を真摯に受け止め、改善に向けたアクションがとれている。
　紹介患者増加に向けたアクションについては、具体的かつ継続的
な活動の設計が重要となる。特に自治体病院においては事務方が異
動してしまうケースも多く見られ、訪問等によって取得した各施設の
情報が個人に紐づくことなく、整理されていることも非常に重要だ。
以下に患者増加に向けた地域連携室における具体的な業務流れの例
を示す。

患者数増加に向けた紹介力強化支援

　病院経営において取るべき打ち手は、各施設の機能や規模だけで
なく、地域や周辺の医療環境によっても大きく異なるため、他施設
で成功した事例の“横展開”が非常に難しいという業界特性がある。
そのような環境下で継続的な経営改善に不可欠なのが、経営人材の
育成である。前述した通り、自治体病院は事務部門の異動が多く、
短期間での育成や、管理職以上の異動の可能性が低い人材の徹底
した育成が経営改善の成否を左右するといっても過言ではない。
　当社にも人材育成についての問い合わせが多数あるが、おすすめ

しているのは問題解決能力研修の実施である。問題解決能力につい
ては様々な関連書籍が刊行されているが、病院経営の現場でどのよ
うに活用してよいかまではイメージが付きにくい。また、打ち手の実
行においては、医師をはじめとした様々な職種への説明が必要とな
るが、資料の作成や説明・プレゼンテーションに苦手意識を持つ職
員も少なくない。当社の問題解決能力向上研修においては、各自が
持つ具体的な業務 / 経営課題をテーマとして、課題の設定から打ち
手の検討、周知、理解までをワンパッケージで支援している。

　本研修については、多職種かつ部門 / 部署 / チーム単位の実施
が伴う場合に効果が大きくなる傾向がある。病院経営の特徴として、
多職種参画による協働が挙げられるが、裏を返せば、他の職種の業
務についてはほとんど理解できていないのが実態である。今後の経
営改善には多職種連携が欠かせないため、他の職種がどのような課
題をどのような視点でとらえているかを理解する場としても本研修
は最適であり、研修を通じて多職種間のコミュニケーションが改善
され、タスクシフトが円滑に進んだ事例もある。また、本研修は個
人としての学習にも効果を発揮するが、部門全体が問題解決に向け

て共通の考え方を身に付けることで、議論が深化し、実行力が向上
する。部門全員が同じタイミングで研修を受講する必要はないが、
数年単位の受講計画を立案することが肝要だ。

　以上、直近の病院経営の実情を踏まえ、特にご要望の多い3つの
視点について当社の具体的な支援事例をご紹介した。冒頭お伝えし
た通り、現在の医療環境を踏まえるといずれも欠かせないポイント
となるが、病院の実態に合わせ、必要なものから支援することが可
能となっているため、気軽にお問合せ願いたい。

人材強化に向けた問題解決力向上支援

受理届け出名称 算定率 当院
【参考】〇床以下（n-150）

A病院 B病院 C病院 D病院

酸素の購入単価 100% ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

入院時食事療養／生活療養（Ⅰ） 100% ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

医療保護入院等診療料 98% ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

看護補助加算 98% ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

精神科作業療法 96% ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

看護配置加算 91% ✓ ✓ ✓

ＣＴ撮影およびＭＲＩ撮影 85% ✓ ✓ ✓

薬剤管理指導料 81% ✓ ✓ ✓

精神病棟入院基本料 79% ✓ ✓ ✓

精神科救急搬送患者地域連携受入加算 66% ✓ ✓

精神科応急入院施設管理加算 64% ✓

療養環境加算 58% ✓

救急医療管理加算 51% ✓

こころの連携指導料（Ⅱ） 45% ✓ ✓ ✓

療養生活継続支援加算 38% ✓ ✓

後発医薬品使用体制加算１ 25%

施設基準のベンチマーク

施設基準

• 当該医療機関に常勤の薬剤師が2人以上配置されている。なお、週3日以上かつ22時間以上の
勤務を行っている非常勤の薬剤師を2名組み合わせることにより、常勤薬剤師の勤務時間帯と
同じ時間帯に配置されている場合には、これらの非常勤薬剤師を常勤薬剤師1名まで
常勤換算することができる

• 病棟薬剤業務を行う専任の薬剤師が当該医療機関のすべての病棟〈A106 障害者施設等入院
基本料またはA307 小児入院医療管理料以外の特定入院料〈病棟単位で行うものに限る〉を
算定する病棟を除く〉に配置されている

※複数の薬剤師が1の病棟において病棟薬剤業務を実施することは妨げない

• 一般病棟入院基本料、療養病棟入院基本料、結核病棟入院基本料、精神病棟入院基本料、小児
入院医療管理料のいずれかを算定している患者に対し、病院単位で薬剤関連業務を行っている

• 病棟専任の薬剤師による病棟薬剤業務の直近1カ月の実施時間が合算して1週間につき20時間
相当に満たない病棟がない〈A106 障害者施設等入院基本料またA307 小児入院医療管理料
以外の特定入院料〈病棟単位で行うものに限る〉を算定する病棟を除く〉

• 病棟薬剤業務の実施時間には、A307 小児入院医療管理料の「注6」に規定する退院時薬剤情報
管理指導連携加算、B008 薬剤管理指導料およびB014 退院時薬剤情報管理指導料算定のため
の業務に要する時間は含めていない

• B008 薬剤管理指導料に係る届出を行っている

要件チェックリスト

image

filter1 1st：傷病名別

filter2 2nd：患者状態

入院患者（一般病棟）

転棟患者（地域包括）

除外

除外

1st 傷病名別
• 貴院に入院する傷病名別（1年で2例以上ある傷病名）について、

地域包括ケア病棟への転棟可否および目安の転棟日を分析・
調査

• 当該フィルターによって、転棟すると収益が悪化する傷病名を
明確化

2nd 患者状態
• 医療上の可否（医師）、看護必要度（看護師）、リハビリ単位数

（セラピスト）、退院先（連携室）という4つの視点でルール設計
およびオペレーションを検討

• 当該内容については、ルール構築と併せて、上記4つの視点を
集約する方法についても検討が必要

施設基準ベンチマークと要件チェックリストの例

転棟ルール検討のイメージ

効果が出ない場合の例と実施すべき対応

具体的な業務の例
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先方のニーズを理解せず訪問活動を実施

• こちら側が伝えたい内容ありきで訪問した結果、先方のニーズに応え
られず、成果が伴わず徒労感だけが残る

• 次の地域連携活動に向けた取り組みが進みにくくなる

外回りのほとんどを委託業者任せ

• 信頼関係構築の貴重な機会を逸してしまう

• 先方のニーズや課題感を肌で感じられず、自分事と捉えにくい

地域連携活動に従事しているのが事務職員のみ

• 連携室による関係強化のみで終わってしまい、肝心の医師同士の
関係が希薄なままでは、抜本的な患者数増加に結び付かない

院内の紹介患者受入体制が不十分

• 一時的に紹介患者が増えたとしても、院内の受入体制が上手く
回っていないことで却って印象が悪化し、二度と紹介されなくなる
（例：予約問合せ時の待ち時間が長い、紹介したのに断られた）

持続可能な活動体制が構築できずに終了

• 継続的に実施できず、尻すぼみで終わってしまう

• 変化するニーズに対応できず、結果として患者数が伸び悩む

よくある効果が出ない場合の例 実施すべき対応

地域連携活動を重視すべき経営課題と捉える
組織として地域連携活動を強化する
必要な投資の検討、効率的かつ効果的な活動計画の策定

先方のニーズを明らかにしたうえで着手する
周辺のクリニックが他病院に送っている理由や、
自院に送らない理由、何に困っているかを把握する

可能な限り病院職員も足を運ぶ
地域と病院が「信頼し、信頼される関係」になることが
重要であり、訪問活動はそのための貴重な機会

地域連携・広報活動は組織全体で戦略を構築する
顔の見える関係作りのため訪問活動に医師を参画させる
地域連携戦略を包括的に検討する

院内における紹介患者受入体制を円滑にする
どのプロセスで課題が生じているのかを把握し、組織的に対応する。
改善の進捗を伝え、相手の期待値をコントロールする

訪問活動計画 アポイント取得 施設訪問 訪問結果整理

継続的な改善

事前に訪問先情報を収集したうえで、

①当社が単独で訪問するパターン

②当社と貴院が訪問するパターン

を想定。下記観点でヒアリングを行い、

訪問先施設の貴院に対する信頼感を

醸成し、安心して患者を紹介していただ

ける関係性を築く

• 訪問先ニーズを聞き出す

• それに応える貴院の魅力を伝える

患者支援センターから訪問先へ

アポイントを取得。当院の押し売り

ではなく、地域医療への貢献を

目的としたコミュニケーションを

前提とする 。訪問前に訪問先

クリニックの状況を確認（基本情報、

紹介患者数、医師の趣味嗜好、

出身大学、紹介患者の

エピソードなど）

毎回当社にて訪問時の討議メモを作成。

訪問先のニーズやお困り事、課題など

は専用シート（顧客DB）を作成して

蓄積する。内容を取りまとめたうえで、

定例会などで共有。今後のアクションを

議論することで次回訪問に向けた

改善に活かす

訪問先施設の優先順位を検討し、

具体的な訪問スケジュールを作成

※訪問件数を稼ぐよりも、1回の

訪問でどのようなコミュニケーションを

とるかが重要であり、

患者支援センターと十分に協議

課題の設定と分析
（答えるべき問いの設定）

打ち手の検討 周知・理解 実行

• 解くべき課題（課題）を
「北極星」として、明確に設定する

• 課題に対して原因を
明らかにするための分析を実施

• 具体的には以下を検討・実行

- 仮説の立案

- 分析事項の明確化

- 検証方法の検討

- So Whatの構築

• 明らかになった原因に対して、
打ち手を検討する

• 具体的には以下を検討・実行

- 打ち手の整理

- 打ち手の評価

- 実行計画
（ロードマップ／アクションプラン）

• 周囲を動かすことを目的として、

資料を作成し、プレゼンテーションを
実施

• 具体的には以下を実施

－メッセージのある資料作成

－人を動かすプレゼンテーション

• 打ち手を実行

• 実際の活動としては以下も構築する
必要がある

- 実行体制（必要に応じて会議体
／ワーキンググループ）

- KPI（結果指標だけでなく、行動
指標も重要）

- ダッシュボード
（KPIをまとめたもの）

• イシューアナリシス

• 分析結果

• 打ち手一覧

• 打ち手に関する評価結果

• 実行計画

• プレゼンテーション用資料 • 会議体制資料

• KPIおよびダッシュボード
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経営強化にさまざまな形で貢献する、CSセットと新サービス

 

「経営強化への取り組み」に関するシステム、サービス、製品等について

　入院・入所生活だけでなく、ヘルスケア領域における「困った」を解決する企業として「新たな保険外収益」
で財務状況を強化するCSセットシステム、「人手不足解消」の一助となる新サービス【特定技能外国人材紹介】
と【勤務表自動作成システム】を紹介する。

　昨今およそ7割の病院が赤字経営と言われており、
物価高や少子高齢化も相まって今後はより厳しい状況
となる予測である。持続可能な医療を提供するために
も「人手不足解消」は病院経営の重要課題のひとつで
ある。当社はその課題に対応したサービスを手広く展
開し、ヘルスケア領域における「困った」を解決する。

＜特定技能外国人材のご紹介＞
　特定技能外国人の育成に優れた実績がある企業と
連携し、施設の要望に応じて厳選した人材を紹介す
る。採用～来日に関する法令順守に基づいた手続き
から定着までのサポートはもちろん、入職後も定期面
談を実施し、日本語や資格取得についての学習等をワ
ンストップで提供する。日本人の営業が定期訪問し都
度要望をヒアリングするので、安心して雇用できるの
もメリットである。

＜勤務表の自動作成で働き方改革＞
　看護師にとって勤務表は仕事へのモチベーション
や心身の健康まで左右する。作成者の業務負担や人
間関係からくる要望も多く「全てを叶えるのは難しい」
といった諦めの声が多い。
　当社の紹介するシステムでは、公平な勤務表の自
動作成（1～3 分程度）と様式 9 の出力、看護配置
基準の要件監視が可能である。さまざまな勤務条件
を簡単に設定できるため、要望に即した勤務表を短
時間で作成が可能である。適切な看護配置は看護師
の満足度向上によって円滑な業務を可能にし、人材

雇用維持や効率的な看護の提供に繋がる。人的コス
ト管理の最適化や未来の人員不足などのシミュレー
ションにも活用可能なため、働き方改革にも大いに
役立てることができる。

　どんな状況でも医療従事者が医療活動に尽力で
き、何よりも患者さま・ご家族さまが安心して治療
に専念できる環境づくりが重要であると考える。今
後も当社では、さらなる病院経営へのお役立ちに向
けて新たなサービスを提供していく。

人手不足解消の足掛かりとなる新サービス

　「CS セット」システムは、医療機関をはじめとした
全国 2,360 施設以上で採用されているサービスで
ある。一般的には医療機関に入院する患者さまが「手
ぶらで入院」できる仕組み（入院中に必要となる日
常生活用品のレンタルサービス）を指し、アウトソー
シングによって看護師・看護助手などが行うご家族

さまへの身の回り品の催促（電話連絡業務）、持ち
出し品の管理業務、請求業務の削減にも活用されて
いる。
　また、近年、CS セットの付帯サービスである「入
院費未収対策」や「院内損害補償対策」が、経営
強化の取り組みに一役買っている。

　特に定評のある【CS セット R】は入院時の連帯保
証人の確保、未収金の回収に伴う人件費等のコスト
の増加を防ぐことができる。また、【LC 入院保証】

も保険加入や複雑な損害賠償請求手続きの必要がな
く、示談交渉もサポートするため、事故が発生した
際の職員の対応負担軽減にも活用できる。

https://www.kkelan.com/

株式会社エラン
法人営業推進課
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と【勤務表自動作成システム】を紹介する。
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物価高や少子高齢化も相まって今後はより厳しい状況
となる予測である。持続可能な医療を提供するために
も「人手不足解消」は病院経営の重要課題のひとつで
ある。当社はその課題に対応したサービスを手広く展
開し、ヘルスケア領域における「困った」を解決する。

＜特定技能外国人材のご紹介＞
　特定技能外国人の育成に優れた実績がある企業と
連携し、施設の要望に応じて厳選した人材を紹介す
る。採用～来日に関する法令順守に基づいた手続き
から定着までのサポートはもちろん、入職後も定期面
談を実施し、日本語や資格取得についての学習等をワ
ンストップで提供する。日本人の営業が定期訪問し都
度要望をヒアリングするので、安心して雇用できるの
もメリットである。

＜勤務表の自動作成で働き方改革＞
　看護師にとって勤務表は仕事へのモチベーション
や心身の健康まで左右する。作成者の業務負担や人
間関係からくる要望も多く「全てを叶えるのは難しい」
といった諦めの声が多い。
　当社の紹介するシステムでは、公平な勤務表の自
動作成（1～3 分程度）と様式 9 の出力、看護配置
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時間で作成が可能である。適切な看護配置は看護師
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ションにも活用可能なため、働き方改革にも大いに
役立てることができる。

　どんな状況でも医療従事者が医療活動に尽力で
き、何よりも患者さま・ご家族さまが安心して治療
に専念できる環境づくりが重要であると考える。今
後も当社では、さらなる病院経営へのお役立ちに向
けて新たなサービスを提供していく。

人手不足解消の足掛かりとなる新サービス

　「CS セット」システムは、医療機関をはじめとした
全国 2,360 施設以上で採用されているサービスで
ある。一般的には医療機関に入院する患者さまが「手
ぶらで入院」できる仕組み（入院中に必要となる日
常生活用品のレンタルサービス）を指し、アウトソー
シングによって看護師・看護助手などが行うご家族

さまへの身の回り品の催促（電話連絡業務）、持ち
出し品の管理業務、請求業務の削減にも活用されて
いる。
　また、近年、CS セットの付帯サービスである「入
院費未収対策」や「院内損害補償対策」が、経営
強化の取り組みに一役買っている。

　特に定評のある【CS セット R】は入院時の連帯保
証人の確保、未収金の回収に伴う人件費等のコスト
の増加を防ぐことができる。また、【LC 入院保証】

も保険加入や複雑な損害賠償請求手続きの必要がな
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ブランドユニフォームが看護師の人材確保に果たす役割

https://jillstuart-medical.com/

ケイ．アンビエンテ株式会社
営業部

 

「経営強化への取り組み」に関するシステム、サービス、製品等について

　近年、多くの病院や医療施設が直面している看護
師不足の問題は、医療現場におけるサービスの質を
維持する上で大きな課題となっている。この状況を打
開するために、様々な対策が講じられているが、その

中で注目されているのが、看護師のユニフォームに対
するアプローチである。特に、JILL STUARTのような
ブランドのユニフォームを導入することで、人材確保
にどのような効果が期待できるかについて考察する。

ブランドユニフォームが看護師の人材確保に果たす役割

　しかしながら、ブランドのユニフォームを導入する
際には、スイッチングコストがネックになることも考
慮する必要がある。ユニフォームの変更には、導入
費用やスタッフへの配布、管理のコストが伴うため、
一部の経営者や管理者はその負担を懸念するかもし
れない。特に、JILL STUART のような高級ブランド
を採用する場合、その初期費用は他の一般的なユニ
フォームよりも高額になることが予想される。

　だが、ここで重要なのは、スイッチングコスト以上
に商品価値があるという点である。ブランドのユニ
フォームは単なる業務用の衣類以上の価値を提供す
る。前述のように、病院のイメージアップや看護師
のモチベーション向上、職場の一体感の醸成など、
ブランドユニフォームがもたらす効果は非常に大き
い。これらの効果は、長期的に見れば、看護師の採
用や定着率の向上、ひいては医療サービスの質の向
上にもつながる。

　また、ブランドのユニフォームは、病院のブランディ
ング戦略の一環としても重要である。JILL STUART
のような認知度の高いブランドを採用することで、病
院はそのブランドの持つポジティブなイメージを取り
込むことができる。これにより、患者や地域社会に

対する病院の評価が高まり、結果として病院の競争
力が強化される。

　さらに、ブランドユニフォームを採用することは、
看護師の採用活動においても大きなアドバンテージ
となる。新しい職場を選ぶ際、看護師たちは職場環
境や待遇だけでなく、制服のデザインやブランドに
も関心を持っている。JILL STUART のようなブラン
ドユニフォームは、求職者に対して強いインパクトを
与え、他の医療施設との差別化を図る上で効果的で
ある。このようなユニフォームが導入されていること
は、優秀な人材を引きつけるポイントとなり得る。

スイッチングコストと商品価値のバランス

　JILL STUART のようなブランドユニフォームを導
入することは、看護師の人材確保において大きな効
果を発揮する可能性がある。病院のイメージアップ
や看護師のモチベーション向上、職場の一体感の醸
成といったメリットを享受することで、結果として病
院の競争力が高まる。

　もちろん、ブランドユニフォームの導入にはスイッチ

ングコストが伴うが、そのコストを上回る商品価値が
あることは明らかである。病院のブランド価値を高め、
優秀な人材を確保するためには、JILL STUART のよ
うなブランドユニフォームの導入は有力な選択肢の一
つである。看護師不足が深刻化する現代において、
病院が競争力を維持し、質の高い医療サービスを提
供し続けるためには、こうした新たなアプローチを積
極的に検討することにも価値を見出すことができる。

まとめ

　まず、JILL STUART のようなブランドのユニフォー
ムを採用することで、病院全体のイメージアップが
図れる。ファッション性と洗練されたデザインで知ら
れる JILL STUART は、特に若年層や女性に高い人
気を誇る。このようなブランドのユニフォームを採用
することで、病院はおしゃれでモダンな印象を強める
ことができる。結果として、患者やその家族に対して
も、安心感や信頼感を与えることができ、病院全体
のブランド価値を高める効果が期待できる。

　また、病院がこうしたブランドユニフォームを導入
することで、他の医療機関との差別化が図れる。多
くの病院が看護師の確保に苦慮している現状におい
て、ブランドユニフォームを前面に押し出すことで、
病院の採用活動において他施設に対する優位性を持
つことができる。特に、就職活動中の看護師にとって、

制服のデザインやブランドは職場選びの重要な要素
であり、魅力的な制服があることは就職先としての
病院の魅力を高める要因となる。

ブランドユニフォームの導入による病院のイメージ向上

　医療機関においてブランドユニフォームを採用することで、採用への応募数の増加や、働く環境の満足度を高
める事象が増えてきました。

　JILL STUARTのようなブランドユニフォームを導
入することは、看護師のモチベーション向上にもつな
がる。おしゃれで洗練されたユニフォームを着用する
ことで、看護師は自己肯定感を高めることができ、仕

事に対する意欲も増す。特に若い世代の看護師にとっ
て、ファッションは自己表現の一環であり、日常の業務
においてもその要素を取り入れることで、職場への満
足度が向上することが期待できる。

看護師のモチベーション向上と職場満足度の改善

　さらに、ブランドユニフォームを採用することで、職
場全体の雰囲気が改善される。統一されたデザインの
ユニフォームを着ることで、看護師同士の一体感が強

まり、チームワークが向上する。また、職場の一体感が
高まることで、新しく採用された看護師もスムーズに職
場に溶け込みやすくなり、定着率の向上にもつながる。
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「経営強化への取り組み」に関するシステム、サービス、製品等について
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「経営強化への取り組み」に関するシステム、サービス、製品等について
Vol.19かけはし

　2024 年 4 月 1 日に医師の働き方改革がスタートし、各医療機関
においてさまざまな取り組みが行われていると思いますが、業務を
行う上で「院内における紙業務」がなかなか減らないという事に直
面するケースが多いと思います。
　これは各医療機関ごとに元々定められた業務ルール、規定を見直
す必要があるため、中々手がつけにくい領域であることを意味する
と考えています。
　とはいえ、業務を効率化し、医療従事者の方の働き方を改善して

院内申請・承認業務の電子化に向けて

https://www.exchangeuse.com/

富士電機株式会社
パワエレ営業本部 社会ソリューション統括部 営業第三部 営業第四課

いくためには、「電子化」は避けられない領域であり、それをスムー
スに実現するツールが必要です。
　世の中にはワークフローシステムというものが多数存在します。
組織内で行われる行為の大半は上長による承認が必要であり、それ
をシステムで実現するのがワークフローと呼ばれるものです。
　まずできるものから電子にしてみるというスタートで始めてみるこ
とが重要です。業務効率化、ひいては意思決定の迅速化を実施して
はいかがでしょうか。

業務効率化に向けたアプローチは紙を電子にするところからスタート

　申請を行う方は、従来の業務との違和感を感じることのない入力
画面で必要事項を入力、申請いただくことが可能です。
　できるだけ現在の業務に近い形で電子化を行う事ができるので、
スムーズに慣れ親しんでいただけます。
　また、全ての申請業務が同じシステム上で行えることになるため、

「申請を行う場合はこのシステムから」という意識を院内に根付かせ
ることが可能です。

　承認者においては、申請された案件を一覧で確認できます。1つ
1つの案件について、内容を確認の上、問題がなければ「承認」、
内容に不備があり再申請をして欲しい時は、「差戻」などパソコン上
のボタン操作で承認作業ができるようになります。
　承認者においても申請者と同様で院内で発生する申請業務の承
認は同じシステムで実施することになるので、迷いなく承認行為を
進める事ができるようになります。

利用者の方がかんたんに申請・承認を行うことができる環境

　いざ導入するとなった際、「かんたんに」「まちがえない」仕組み
とすることが非常に重要です。
　ワークフローシステムでは、画面作成ツールで自由に画面を作る
ことができます。難しいプログラミングなどは一切なく、画面作成
ツールで絵をかくようなイメージで申請書をつくり、そこに申請者
の方がより簡単に、間違えないよう申請できるよう、プルダウンに
よる選択、入力内容のチェックを組み込んだ申請画面をつくること
ができます。

　ワークフローシステムはあらかじめ申請書ごとに回送ルールを設
定して運用することができます。
　これにより申請者・承認者の方は「次は誰に回す？」を意識する
ことなく利用できるのですが、こちらもプログラムすることなく、パ
ソコンのマウスの「ドラッグ &ドロップ」のみで設定することが可能
です。
　院内の申請における承認ルールをシステム上に設定し、正しく回
送する仕組みで運用いただけます。

作るのはとてもかんたん！

　ワークフローシステムは1990年代から民間企業を中心に広まって
きました。
　現在民間企業においても働き方改革、DX化の推進の中で積極的
に導入が進んでいます。
　ワークフローは、6つのメリットがあると言われています。
①意思決定のスピードアップ
②人的ミスの防止
③内部統制の強化
④働き方改革
⑤ペーパーレス化の推進
⑥業務プロセスの可視化

　ワークフローシステムは「正しい承認経路で業務を遂行させる」こ
と「意思決定のスピードアップ」を目的として、承認経路のシステム
化が行われるシステムです。システム化される事により、同時にミス
が発生させない仕組み、入力・承認業務をより簡単に行えるように
するための仕組みとする事も可能です。
　いわば、あらゆる申請・業務の統制と業務効率化を同時に実現す
る事が可能なシステムです。
　昨今の働き方改革の流れにおいて、更なる業務効率化が求められ
る中、アプローチしやすい分野として注目が高まっています。

ワークフローシステムとは？

ワークフロー導入による６つのメリット 働き方改革としてもたらせる効果

　院内における各種申請業務の電子化を行うことにより、業務効率の向上をめざす動きが必要になってくると思われます。ExchangeUSE 
ZEROは、院内における各種申請業務をパソコン上で実現し、上長による承認も申請同様PCで行うことにより紙による煩雑な作業を開放できる
ソフトウェアです。  

申請画面

画面作成ツール

承認ルート設定ツール

承認画面

電子化院内における
紙業務

7 8

かけはしVol19_版下.indd   7かけはしVol19_版下.indd   7 2024/10/15 火   17:03:212024/10/15 火   17:03:21

https://www.exchangeuse.com/


院
内
申
請
・
承
認
業
務
の
電
子
化
に
向
け
て

特 集
 

「経営強化への取り組み」に関するシステム、サービス、製品等について
Vol.19かけはし

　2024 年 4 月 1 日に医師の働き方改革がスタートし、各医療機関
においてさまざまな取り組みが行われていると思いますが、業務を
行う上で「院内における紙業務」がなかなか減らないという事に直
面するケースが多いと思います。
　これは各医療機関ごとに元々定められた業務ルール、規定を見直
す必要があるため、中々手がつけにくい領域であることを意味する
と考えています。
　とはいえ、業務を効率化し、医療従事者の方の働き方を改善して

院内申請・承認業務の電子化に向けて

https://www.exchangeuse.com/

富士電機株式会社
パワエレ営業本部 社会ソリューション統括部 営業第三部 営業第四課

いくためには、「電子化」は避けられない領域であり、それをスムー
スに実現するツールが必要です。
　世の中にはワークフローシステムというものが多数存在します。
組織内で行われる行為の大半は上長による承認が必要であり、それ
をシステムで実現するのがワークフローと呼ばれるものです。
　まずできるものから電子にしてみるというスタートで始めてみるこ
とが重要です。業務効率化、ひいては意思決定の迅速化を実施して
はいかがでしょうか。

業務効率化に向けたアプローチは紙を電子にするところからスタート

　申請を行う方は、従来の業務との違和感を感じることのない入力
画面で必要事項を入力、申請いただくことが可能です。
　できるだけ現在の業務に近い形で電子化を行う事ができるので、
スムーズに慣れ親しんでいただけます。
　また、全ての申請業務が同じシステム上で行えることになるため、

「申請を行う場合はこのシステムから」という意識を院内に根付かせ
ることが可能です。

　承認者においては、申請された案件を一覧で確認できます。1つ
1つの案件について、内容を確認の上、問題がなければ「承認」、
内容に不備があり再申請をして欲しい時は、「差戻」などパソコン上
のボタン操作で承認作業ができるようになります。
　承認者においても申請者と同様で院内で発生する申請業務の承
認は同じシステムで実施することになるので、迷いなく承認行為を
進める事ができるようになります。

利用者の方がかんたんに申請・承認を行うことができる環境

　いざ導入するとなった際、「かんたんに」「まちがえない」仕組み
とすることが非常に重要です。
　ワークフローシステムでは、画面作成ツールで自由に画面を作る
ことができます。難しいプログラミングなどは一切なく、画面作成
ツールで絵をかくようなイメージで申請書をつくり、そこに申請者
の方がより簡単に、間違えないよう申請できるよう、プルダウンに
よる選択、入力内容のチェックを組み込んだ申請画面をつくること
ができます。

　ワークフローシステムはあらかじめ申請書ごとに回送ルールを設
定して運用することができます。
　これにより申請者・承認者の方は「次は誰に回す？」を意識する
ことなく利用できるのですが、こちらもプログラムすることなく、パ
ソコンのマウスの「ドラッグ &ドロップ」のみで設定することが可能
です。
　院内の申請における承認ルールをシステム上に設定し、正しく回
送する仕組みで運用いただけます。

作るのはとてもかんたん！

　ワークフローシステムは1990年代から民間企業を中心に広まって
きました。
　現在民間企業においても働き方改革、DX化の推進の中で積極的
に導入が進んでいます。
　ワークフローは、6つのメリットがあると言われています。
①意思決定のスピードアップ
②人的ミスの防止
③内部統制の強化
④働き方改革
⑤ペーパーレス化の推進
⑥業務プロセスの可視化

　ワークフローシステムは「正しい承認経路で業務を遂行させる」こ
と「意思決定のスピードアップ」を目的として、承認経路のシステム
化が行われるシステムです。システム化される事により、同時にミス
が発生させない仕組み、入力・承認業務をより簡単に行えるように
するための仕組みとする事も可能です。
　いわば、あらゆる申請・業務の統制と業務効率化を同時に実現す
る事が可能なシステムです。
　昨今の働き方改革の流れにおいて、更なる業務効率化が求められ
る中、アプローチしやすい分野として注目が高まっています。

ワークフローシステムとは？

ワークフロー導入による６つのメリット 働き方改革としてもたらせる効果

　院内における各種申請業務の電子化を行うことにより、業務効率の向上をめざす動きが必要になってくると思われます。ExchangeUSE 
ZEROは、院内における各種申請業務をパソコン上で実現し、上長による承認も申請同様PCで行うことにより紙による煩雑な作業を開放できる
ソフトウェアです。  

申請画面

画面作成ツール

承認ルート設定ツール

承認画面

電子化院内における
紙業務

7 8

かけはしVol19_版下.indd   8かけはしVol19_版下.indd   8 2024/10/15 火   17:03:222024/10/15 火   17:03:22



職
員
ス
タ
ッ
フ
間
の
意
識
向
上
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
向
上
ツ
ー
ル

　院内における職員間の情報共有は重要な課題の一
つとして認識されています。
　「院内サイネージ・システム」により一部のスタッ
フだけでなく、施設内すべてのスタッフに情報が行
き届くようにネットワーク・デザインを構築すること

職員スタッフ間の意識向上とコミュニケーション向上ツール

https://www.lisha.co.jp/

株式会社理舎
企画営業部

で、日々の『来院患者数、病床状況の稼働率』をす
べての職員スタッフに周知できるため、職員様全体
への通達事項が新鮮な情報共有とモチベーション
アップにも繋がり、院内情報共有ツールとして有効
活用できるサービスをご提供いたします。

院内サイネージ・システム（病院職員様の情報共有ツール）

　各病棟ナース・ステーションをはじめ、滞留時間
の長い院内エリアにサイネージ・ディスプレイは設
置することで、職員様は一箇所に立ち止まって見な
くても、その部署ごとに移動した先で認識できるた
め、空いた時間に無理なく院内情報を得ることがで

きます。
　繰り返しの閲覧のなかで、教育研修や勉強会の認
知・参加率の向上も期待でき、会議に参加できなかっ
た職員様に対して、会議や研修の内容を放映するこ
ともできます。

院内の情報共有ツールとしてデジタル・サイネージが効果を発揮

　放映する情報（コンテンツ）更新は、システムを
運営する（株）理舎が直接対応いたします。
　放映情報の原稿をもとに病院窓口担当者とメール
で確認しながら、都度の配信スケジュールの管理・
運営をおこないます。

　患者数の把握には、タイムリーな情報更新が必要
であり、病院の要望に応えられるように専任の配信
サポート・スタッフが日毎更新にてコンテンツの対応
を受け付けています。

タイムリーなコンテンツ対応と配信運営管理

　複雑化する医療業務連携のなか、院内のコミュニケーション不足を解消するため「院内デジタルサイネージ」
が有効性を発揮。
　医師と病院職員間の情報共有・意識統一は、病院経営においても重要な要素であると言えます。

特 集
 

「経営強化への取り組み」に関するシステム、サービス、製品等について
Vol.19かけはし

・室内のレイアウト変更や職員の増加にも柔軟に対応できる
  ネサイネージ・ネットワークを構築。
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特 集
 

「経営強化への取り組み」に関するシステム、サービス、製品等について

　医療機関や介護施設等の労働集約型事業において人材のパ
フォーマンスを最大化させることは、経営的にもサービス提供
の質的観点からも、最も重要なファクターです。コロナ禍や
働き方改革等による社会的価値観の変化は、経営幹部から一
般職に至るまでマネジメントスタイルの抜本的な変化を要求し

eラーニング「Waculba（ワカルバ）」

https://waculba.com/

株式会社日本経営
アカデミー共創事業部

ています。採用環境がますます厳しさを増す中、人材育成の
在り方自体もバージョンアップしていかなければ、この変化の
時代に対応していくことはできません。人材育成の在り方の
バージョンアップは、時代に合わせた「教育内容」と「教育シ
ステム」のバージョンアップです。

医療機関職員に求められるマネジメント力

　例えば医療従事者が受けた教育内容は、本人たちが意識し
ていないにもかかわらず大きく変化しており、それが重大な世
代間ギャップに繋がってきています。このため、最新の医療従

事者教育カリキュラム内容をキャッチアップするために、受け
た教育世代に応じて自主的に追加学習することの重要性も認
識されてきています。

教育内容のバージョンアップ

　教育システムのバージョンアップとは、院内で人材を育てる
ための教育システム全体のバージョンアップを指します。人材
育成システムを構築し機能させるためには、データに基づく科
学的な検証と育成人材への直接関与の比重を上げることが不
可欠であり、結果的に e ラーニングや人事評価システムの導

教育システムのバージョンアップ

　Waculbaは、病院職員向けのマネジメント開発に特化したeラーニングです。経営環境が一層厳しくなる中、職員のマ
ネジメントレベルの底上げを図ることが非常に重要です。マネジメント教育のポイントと事例を紹介します。

図1：医療マネジメント人材の育成サイクル 図2：人事評価結果とWaculba視聴時間の傾向

入による教育と評価の定量化が求められるのです。
　実際、人事評価において高評価者群と低評価者群で、eラー
ニング Waculba の視聴状況を分析したところ、高評価者群
は低評価者群に比べて平均視聴時間が 2 倍以上多いことが明
らかとなりました（図 2）。

　マネジメント教育は重要であると多くの病院経営者が認識し
ているものの、マネジメント教育にコミットして職員を育成しよ
うとする医療機関は、意外に多く無いように感じます。それは、
経営課題において人材育成の位置付けは「重要度は高いが緊
急度は低い」領域であり、多くの医療機関が「重要度が高く
緊急度も高い」領域の経営課題を優先してしまい、結果的に
人材育成に割く資金やリソースを後回しにしてしまうからでは

ないかと感じます。
　良好な経営環境を構築するために最も重要な経営意思決定
は、「重要度が高く緊急度は低い」領域の経営課題にどれだけ
先手を打って着手できるかです。人材育成は、その最たるも
のであり、人材が育たないと結局いつまで経っても経営者の
負担は減らないのではないかと思います。

全国自治体病院協議会・賛助会について

全国自治体病院協議会・賛助会は全国自治体病院協議会が昭和３７年（１９６２年）４月に設立され
たのを受け、その後、協議会の趣旨を理解し自治体病院の発展に寄与することを目的とし、昭和４３年
（１９６８年）７月１７日に病院関連の有志企業によって結成されました。全国自治体病院協議会・賛助会
（以下、賛助会）は、全国自治体病院協議会の目的を理解し、自治体病院の発展のために寄与するととも
に、賛助会員相互の向上を図ることを目的とする法人格を持たない任意の団体です。
賛助会の会員は、病院事業に関わる事業を営む者で賛助会の主旨に賛同した者で、現在124社が所
属しています。

研修委員会
・研修会および見学会の
　企画立案、運営

・各ブロック活動の支援

広報委員会
・ホームページの更新
・学会でのPR活動

ブロック委員会

会　　長
副会長（会計担当）
副会長（総務担当）
役員会社
監　　事

役
員
会

総
　会

組　織

　当賛助会では、広報誌“かけはし”が年２回（春・秋）
発行され、病院のお役立ち情報を主に掲載しています。
Vol.19 秋号では特集として、「経営強化への取り組み」
に関して、役立つシステム、サービス、製品等につい
てご紹介をさせて頂きました。
　また、広報誌だけでなく、あらたにホームページも
刷新して、自治体病院様に貢献できる情報を掲載して
参りますので、是非ともご活用下さい。

１月
２月
３月

新春賀詞交歓会
第２回研修会
協議会への賛助金贈呈

令和7年

賛助会令和6年度事業計画

１月
２月
３月
4月

5月～9月
9月

新春賀詞交歓会
第２回研修会
協議会への賛助金贈呈
定時総会
協議会主催のブロック会議への参加
第1回研修会

令和6年

～　公益社団法人 全国自治体病院協議会と共に５５年　～

  《 当賛助会は、公益社団法人 全国自治体病院協議会への協力と自治体病院の発展に寄与することを目的としています 》  
全国自治体病院協議会・賛助会

各会員企業へのご連絡は…
全国自治体病院協議会・賛助会
http://www.jmha-p.net/
QRコードで確認できます

本誌掲載記事の無断転載を禁じます

第5ブロック　㈱パースジャパン
第2ブロック　㈱フロンティア・フィールド
会員数 119社(2023年7月1日現在)

令和5年度新入会社

第1ブロック 医療機器部門 （２４社） 第２ブロック 設備部門 （３６社） 第３ブロック 設計建築部門 （２８社）

第４ブロック 製薬部門 （7社） 第５ブロック 資材サービス部門（24社）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24

エア・ウォーター防災㈱
協和医科器械㈱
グリーンホスピタルサプライ㈱
コニカミノルタジャパン㈱
サカセ化学工業㈱
サクラ精機㈱
GEヘルスケア・ジャパン㈱
シーメンスヘルスケア㈱
㈱ジェイ・トラスト
シスメックス㈱
㈱島津製作所
㈱タカゾノ
㈱千代田テクノル
テルモ㈱
日機装㈱
二プロ㈱
日本光電工業㈱
㈱フィリップス・ジャパン
フクダ電子㈱
富士電機㈱
富士フイルムメディカル㈱
㈱ホギメディカル
村中医療器㈱
㈱理舎

1
2
3
4
5
6
7

エーザイ㈱
共創未来ファーマ㈱
沢井製薬㈱
田辺三菱製薬㈱
東和薬品㈱
日本ケミファ㈱
持田製薬㈱

㈱アートネイチャー
㈱アイシーエム
㈱アメニティ
㈱ヴァイタス
㈱エヌジェーシー
㈱エフエスユニマネジメント
㈱エムプラット
㈱エラン
㈱LSIメディエンス
㈱グローバルヘルスコンサルティング・ジャパン
㈱サンワ
㈱シード・プランニング
㈱ジェイワールドトラベル
㈱じほう

㈱ソラスト
㈱トーカイ
㈱ニチイ学館
㈱日本経営
㈱パースジャパン
富士産業㈱
ベストワールド㈱
㈱丸井工文社
八尾医療PFI㈱
㈱リブドゥコーポレーション

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36

アーパス技研工業㈱
㈱アイホー
アイホン㈱
アズビル㈱
アルファグループ㈱
㈱アルメックス
㈱S&Sエンジニアリング
㈱荏原製作所
㈱オカムラ
北沢産業㈱
㈱ケアコム
コクヨ㈱
コマニー㈱
斎久工業㈱
三建設備工業㈱
㈱三晃空調
三和シヤッター工業㈱
シーホネンス㈱
㈱スローライフジャパン
㈱セントラルユニ
ダイダン㈱
田島ルーフィング㈱
㈱中西製作所
日本空調システム㈱
㈱日本シューター
日本調理機㈱
能美防災㈱
㈱パートナ
パラマウントベッド㈱
不二サッシ㈱
㈱フジマック
㈱フロンティア・フィールド
文化シヤッター㈱
ホシザキ販売㈱
ヤンマーエネルギーシステム㈱
菱機工業㈱

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

㈱梓設計
㈱石本建築事務所
㈱伊藤喜三郎建築研究所
㈱医療開発研究所
鹿島建設㈱
㈱教育施設研究所
㈱楠山設計
㈱久米設計
㈱佐藤総合計画　
㈱システム環境研究所
㈱昭和設計
㈱大建設計
大成建設㈱
大和リース㈱
㈱竹中工務店
㈱丹青社
戸田建設㈱
㈱内藤建築事務所
㈱内藤ハウス
西松建設㈱
㈱藤木工務店
㈱フジタ
㈱プラスPM
㈱松田平田設計
㈱松村組
㈱村田相互設計
㈱山田綜合設計
㈱横河建築設計事務所

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

15
16
17
18
19
20
21
22
23
24

Japan Municipal Hospital 
Association・Partners

令和5年度 三役会社
会長会社　　　　　㈱エヌジェーシー
副会長会社（会計）　富士電機㈱
副会長会社（総務）　西松建設㈱

公益社団法人全国自治体病院協議会と自治体病院の発展に寄与することを
目指します

理　念

①協議会と協議会所属病院が行う事業に対し協力します
②会員を対象とする研修会等を実施します
③その他本会の目的達成のため必要な事業を行います

基本方針

病院事業に関わる事業を営む者で本会の主旨を十分に理解した法人です

会　員

自治体病院とともに55年

「働き方改革」「感染症対策」
「コスト削減」「環境改善」「BCP対策」

全国自治体病院協議会・賛助会広報誌　http://www.jmha-p.net/

賛助会組織について
賛助会ホームページについて　　表紙写真の説明

C o n t e n t s かけはし　Vol.17　令和5年度　秋号

明石海峡大橋 兵庫県神戸市
Photo by 賛助会 第２ブロック　平岡 秀一氏
明石海峡大橋 兵庫県神戸市
Photo by 賛助会 第２ブロック　平岡 秀一氏

緊急課題 第３弾特集

賛助会の紹介

秋号
Vol.17
Autumnかけはし

Japan Municipal Hospital 
Association・Partners

～　公益社団法人 全国自治体病院協議会と共に５7年　～

  《 当賛助会は、公益社団法人 全国自治体病院協議会への協力と自治体病院の発展に寄与することを目的としています 》  
全国自治体病院協議会・賛助会

会員数 124社(2024年4月1日現在)

第1ブロック 医療機器・メーカー部門 （２6社） 第２ブロック 施設設備部門 （３0社） 第３ブロック 設計建築部門 （２6社）

第４ブロック 製薬部門 （7社） 第５ブロック 医療関連サービス部門（27社）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

小川医理器㈱
グリーンホスピタルサプライ㈱
コニカミノルタジャパン㈱
サカセ化学工業㈱
サクラ精機㈱
GEヘルスケア・ジャパン㈱
シーホネンス㈱
シーメンスヘルスケア㈱
㈱ジェイ・トラスト
シスメックス㈱
㈱島津製作所
㈱タカゾノ
㈱千代田テクノル
テルモ㈱
日機装㈱
二プロ㈱
日本光電工業㈱
パラマウントベッド㈱
㈱フィリップス・ジャパン
フクダ電子㈱
富士電機㈱
富士フイルムメディカル㈱
㈱ホギメディカル
村中医療器㈱
㈱理舎
㈱リブドゥコーポレーション

1
2
3
4
5
6
7

エーザイ㈱
共創未来ファーマ㈱
沢井製薬㈱
田辺三菱製薬㈱
東和薬品㈱
日本ケミファ㈱
持田製薬㈱

第6ブロック 情報通信部門 （8社）

1
2
3
4
5
6
7
8

㈱アイシーエム
㈱ITガード
アイホン㈱
㈱アルム
㈱アルメックス
㈱ヴァイタス
㈱ケアコム
㈱メドコム

㈱アートネイチャー
㈱アメニティ
㈱医療開発研究所
㈱エヌジェーシー
㈱エフエスユニマネジメント
㈱エラン
㈱LSIメディエンス
㈱キャリアウィン
㈱グローバルヘルスコンサルティング・ジャパン
ケイ.アンビエンテ㈱
㈱サンワ
㈱ジェイワールドトラベル
㈱システム環境研究所
㈱じほう
㈱シード・プランニング
㈱ソラスト
㈱トーカイ
㈱ニチイ学館
㈱日本経営
㈱パースジャパン
PwCコンサルティング合同会社
フィルタス㈱
富士産業㈱
㈱プラスPM
ベストワールド㈱
㈱丸井工文社
八尾医療PFI㈱

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

アーパス技研工業㈱
㈱アイホー
アズビル㈱
アルファエネシア㈱
エア・ウォーター防災㈱
㈱オカムラ
北沢産業㈱
コクヨ㈱
コマニー㈱
三建設備工業㈱
㈱三晃空調
三和シヤッター工業㈱
シンフォニアエンジニアリング㈱
スパイラックス・サーコ合同会社
㈱スローライフジャパン
㈱セントラルユニ
ダイダン㈱
田島ルーフィング㈱
㈱中西製作所
日本空調システム㈱
㈱日本シューター
日本調理機㈱
能美防災㈱
㈱パートナ
菱機工業㈱
不二サッシ㈱
㈱フジマック
文化シヤッター㈱
ホシザキ販売㈱
ヤンマーエネルギーシステム㈱

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

㈱梓設計
㈱石本建築事務所
㈱伊藤喜三郎建築研究所
鹿島建設㈱
木内建設㈱
㈱教育施設研究所
㈱楠山設計
㈱久米設計
㈱佐藤総合計画　
㈱昭和設計
㈱大建設計
大成建設㈱
大和リース㈱
㈱竹中工務店
戸田建設㈱
㈱内藤建築事務所
㈱内藤ハウス
西松建設㈱
平井工業㈱
㈱藤木工務店
㈱フジタ
㈱松田平田設計
㈱松村組
㈱村田相互設計
㈱山田綜合設計
㈱横河建築設計事務所

Japan Municipal Hospital 
Association・Partners

各会員企業へのご連絡は…
全国自治体病院協議会・賛助会
http://www.jmha-p.net/
QRコードで確認できます

本誌掲載記事の無断転載を禁じます

2024年度 三役会社
会長会社　　　　　 富士電機㈱
副会長会社（会計）　大成建設㈱
副会長会社（総務）　アイホン㈱

公益社団法人全国自治体病院協議会と自治体病院の発展に寄与することを
目指します

理　念

①協議会と協議会所属病院が行う事業に対し協力します
②会員を対象とする研修会等を実施します
③その他本会の目的達成のため必要な事業を行います

基本方針

病院事業に関わる事業を営む者で本会の主旨を十分に理解した法人です

会　員

自治体病院とともに57年

「サイバーセキュリティ」、「スマートフォン活用」
「ベッドサイド情報端末」

全国自治体病院協議会・賛助会広報誌　http://www.jmha-p.net/

賛助会組織について
賛助会ホームページについて　　表紙写真の説明

C o n t e n t s かけはし　Vol.18　令和6年度　春号

菜の花と錦帯橋 山口県岩国市
Photo by 賛助会 第２ブロック　平岡 秀一氏
菜の花と錦帯橋 山口県岩国市
Photo by 賛助会 第２ブロック　平岡 秀一氏

情報通信に関わる製品・サービス特集

賛助会の紹介

春号
Vol.18
Springかけはし

Japan Municipal Hospital 
Association・Partners

㈱アートネイチャー
㈱アメニティ
㈱医療開発研究所
㈱エヌジェーシー
㈱エフエスユニマネジメント
㈱エラン
㈱LSIメディエンス
㈱キャリアウィン
㈱グローバルヘルスコンサルティング・ジャパン
ケイ.アンビエンテ㈱
㈱サンワ
㈱シード・プランニング
㈱ジェイワールドトラベル
㈱システム環境研究所

㈱じほう
㈱ソラスト
㈱トーカイ
㈱ニチイ学館
㈱日本経営
㈱パースジャパン
PwCコンサルティング合同会社
フィルタス㈱
富士産業㈱
㈱プラスPM
ベストワールド㈱
㈱丸井工文社
八尾医療PFI㈱
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人事評価結果とWaculba視聴時間の傾向
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「経営強化への取り組み」に関するシステム、サービス、製品等について

　医療機関や介護施設等の労働集約型事業において人材のパ
フォーマンスを最大化させることは、経営的にもサービス提供
の質的観点からも、最も重要なファクターです。コロナ禍や
働き方改革等による社会的価値観の変化は、経営幹部から一
般職に至るまでマネジメントスタイルの抜本的な変化を要求し

eラーニング「Waculba（ワカルバ）」

https://waculba.com/

株式会社日本経営
アカデミー共創事業部

ています。採用環境がますます厳しさを増す中、人材育成の
在り方自体もバージョンアップしていかなければ、この変化の
時代に対応していくことはできません。人材育成の在り方の
バージョンアップは、時代に合わせた「教育内容」と「教育シ
ステム」のバージョンアップです。

医療機関職員に求められるマネジメント力

　例えば医療従事者が受けた教育内容は、本人たちが意識し
ていないにもかかわらず大きく変化しており、それが重大な世
代間ギャップに繋がってきています。このため、最新の医療従

事者教育カリキュラム内容をキャッチアップするために、受け
た教育世代に応じて自主的に追加学習することの重要性も認
識されてきています。

教育内容のバージョンアップ

　教育システムのバージョンアップとは、院内で人材を育てる
ための教育システム全体のバージョンアップを指します。人材
育成システムを構築し機能させるためには、データに基づく科
学的な検証と育成人材への直接関与の比重を上げることが不
可欠であり、結果的に e ラーニングや人事評価システムの導

教育システムのバージョンアップ

　Waculbaは、病院職員向けのマネジメント開発に特化したeラーニングです。経営環境が一層厳しくなる中、職員のマ
ネジメントレベルの底上げを図ることが非常に重要です。マネジメント教育のポイントと事例を紹介します。

図1：医療マネジメント人材の育成サイクル 図2：人事評価結果とWaculba視聴時間の傾向

入による教育と評価の定量化が求められるのです。
　実際、人事評価において高評価者群と低評価者群で、eラー
ニング Waculba の視聴状況を分析したところ、高評価者群
は低評価者群に比べて平均視聴時間が 2 倍以上多いことが明
らかとなりました（図 2）。

　マネジメント教育は重要であると多くの病院経営者が認識し
ているものの、マネジメント教育にコミットして職員を育成しよ
うとする医療機関は、意外に多く無いように感じます。それは、
経営課題において人材育成の位置付けは「重要度は高いが緊
急度は低い」領域であり、多くの医療機関が「重要度が高く
緊急度も高い」領域の経営課題を優先してしまい、結果的に
人材育成に割く資金やリソースを後回しにしてしまうからでは

ないかと感じます。
　良好な経営環境を構築するために最も重要な経営意思決定
は、「重要度が高く緊急度は低い」領域の経営課題にどれだけ
先手を打って着手できるかです。人材育成は、その最たるも
のであり、人材が育たないと結局いつまで経っても経営者の
負担は減らないのではないかと思います。

全国自治体病院協議会・賛助会について

全国自治体病院協議会・賛助会は全国自治体病院協議会が昭和３７年（１９６２年）４月に設立され
たのを受け、その後、協議会の趣旨を理解し自治体病院の発展に寄与することを目的とし、昭和４３年
（１９６８年）７月１７日に病院関連の有志企業によって結成されました。全国自治体病院協議会・賛助会
（以下、賛助会）は、全国自治体病院協議会の目的を理解し、自治体病院の発展のために寄与するととも
に、賛助会員相互の向上を図ることを目的とする法人格を持たない任意の団体です。
賛助会の会員は、病院事業に関わる事業を営む者で賛助会の主旨に賛同した者で、現在124社が所
属しています。

研修委員会
・研修会および見学会の
　企画立案、運営

・各ブロック活動の支援

広報委員会
・ホームページの更新
・学会でのPR活動

ブロック委員会

会　　長
副会長（会計担当）
副会長（総務担当）
役員会社
監　　事

役
員
会

総
　会

組　織

　当賛助会では、広報誌“かけはし”が年２回（春・秋）
発行され、病院のお役立ち情報を主に掲載しています。
Vol.19 秋号では特集として、「経営強化への取り組み」
に関して、役立つシステム、サービス、製品等につい
てご紹介をさせて頂きました。
　また、広報誌だけでなく、あらたにホームページも
刷新して、自治体病院様に貢献できる情報を掲載して
参りますので、是非ともご活用下さい。

１月
２月
３月

新春賀詞交歓会
第２回研修会
協議会への賛助金贈呈

令和7年

賛助会令和6年度事業計画

１月
２月
３月
4月

5月～9月
9月

新春賀詞交歓会
第２回研修会
協議会への賛助金贈呈
定時総会
協議会主催のブロック会議への参加
第1回研修会

令和6年

～　公益社団法人 全国自治体病院協議会と共に５５年　～

  《 当賛助会は、公益社団法人 全国自治体病院協議会への協力と自治体病院の発展に寄与することを目的としています 》  
全国自治体病院協議会・賛助会

各会員企業へのご連絡は…
全国自治体病院協議会・賛助会
http://www.jmha-p.net/
QRコードで確認できます

本誌掲載記事の無断転載を禁じます

第5ブロック　㈱パースジャパン
第2ブロック　㈱フロンティア・フィールド
会員数 119社(2023年7月1日現在)

令和5年度新入会社

第1ブロック 医療機器部門 （２４社） 第２ブロック 設備部門 （３６社） 第３ブロック 設計建築部門 （２８社）

第４ブロック 製薬部門 （7社） 第５ブロック 資材サービス部門（24社）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24

エア・ウォーター防災㈱
協和医科器械㈱
グリーンホスピタルサプライ㈱
コニカミノルタジャパン㈱
サカセ化学工業㈱
サクラ精機㈱
GEヘルスケア・ジャパン㈱
シーメンスヘルスケア㈱
㈱ジェイ・トラスト
シスメックス㈱
㈱島津製作所
㈱タカゾノ
㈱千代田テクノル
テルモ㈱
日機装㈱
二プロ㈱
日本光電工業㈱
㈱フィリップス・ジャパン
フクダ電子㈱
富士電機㈱
富士フイルムメディカル㈱
㈱ホギメディカル
村中医療器㈱
㈱理舎

1
2
3
4
5
6
7

エーザイ㈱
共創未来ファーマ㈱
沢井製薬㈱
田辺三菱製薬㈱
東和薬品㈱
日本ケミファ㈱
持田製薬㈱

㈱アートネイチャー
㈱アイシーエム
㈱アメニティ
㈱ヴァイタス
㈱エヌジェーシー
㈱エフエスユニマネジメント
㈱エムプラット
㈱エラン
㈱LSIメディエンス
㈱グローバルヘルスコンサルティング・ジャパン
㈱サンワ
㈱シード・プランニング
㈱ジェイワールドトラベル
㈱じほう

㈱ソラスト
㈱トーカイ
㈱ニチイ学館
㈱日本経営
㈱パースジャパン
富士産業㈱
ベストワールド㈱
㈱丸井工文社
八尾医療PFI㈱
㈱リブドゥコーポレーション

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36

アーパス技研工業㈱
㈱アイホー
アイホン㈱
アズビル㈱
アルファグループ㈱
㈱アルメックス
㈱S&Sエンジニアリング
㈱荏原製作所
㈱オカムラ
北沢産業㈱
㈱ケアコム
コクヨ㈱
コマニー㈱
斎久工業㈱
三建設備工業㈱
㈱三晃空調
三和シヤッター工業㈱
シーホネンス㈱
㈱スローライフジャパン
㈱セントラルユニ
ダイダン㈱
田島ルーフィング㈱
㈱中西製作所
日本空調システム㈱
㈱日本シューター
日本調理機㈱
能美防災㈱
㈱パートナ
パラマウントベッド㈱
不二サッシ㈱
㈱フジマック
㈱フロンティア・フィールド
文化シヤッター㈱
ホシザキ販売㈱
ヤンマーエネルギーシステム㈱
菱機工業㈱

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

㈱梓設計
㈱石本建築事務所
㈱伊藤喜三郎建築研究所
㈱医療開発研究所
鹿島建設㈱
㈱教育施設研究所
㈱楠山設計
㈱久米設計
㈱佐藤総合計画　
㈱システム環境研究所
㈱昭和設計
㈱大建設計
大成建設㈱
大和リース㈱
㈱竹中工務店
㈱丹青社
戸田建設㈱
㈱内藤建築事務所
㈱内藤ハウス
西松建設㈱
㈱藤木工務店
㈱フジタ
㈱プラスPM
㈱松田平田設計
㈱松村組
㈱村田相互設計
㈱山田綜合設計
㈱横河建築設計事務所
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Japan Municipal Hospital 
Association・Partners

令和5年度 三役会社
会長会社　　　　　㈱エヌジェーシー
副会長会社（会計）　富士電機㈱
副会長会社（総務）　西松建設㈱

公益社団法人全国自治体病院協議会と自治体病院の発展に寄与することを
目指します

理　念

①協議会と協議会所属病院が行う事業に対し協力します
②会員を対象とする研修会等を実施します
③その他本会の目的達成のため必要な事業を行います

基本方針

病院事業に関わる事業を営む者で本会の主旨を十分に理解した法人です

会　員

自治体病院とともに55年

「働き方改革」「感染症対策」
「コスト削減」「環境改善」「BCP対策」

全国自治体病院協議会・賛助会広報誌　http://www.jmha-p.net/

賛助会組織について
賛助会ホームページについて　　表紙写真の説明

C o n t e n t s かけはし　Vol.17　令和5年度　秋号

明石海峡大橋 兵庫県神戸市
Photo by 賛助会 第２ブロック　平岡 秀一氏
明石海峡大橋 兵庫県神戸市
Photo by 賛助会 第２ブロック　平岡 秀一氏

緊急課題 第３弾特集

賛助会の紹介

秋号
Vol.17
Autumnかけはし

Japan Municipal Hospital 
Association・Partners

～　公益社団法人 全国自治体病院協議会と共に５7年　～

  《 当賛助会は、公益社団法人 全国自治体病院協議会への協力と自治体病院の発展に寄与することを目的としています 》  
全国自治体病院協議会・賛助会

会員数 124社(2024年4月1日現在)

第1ブロック 医療機器・メーカー部門 （２6社） 第２ブロック 施設設備部門 （３0社） 第３ブロック 設計建築部門 （２6社）

第４ブロック 製薬部門 （7社） 第５ブロック 医療関連サービス部門（27社）
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小川医理器㈱
グリーンホスピタルサプライ㈱
コニカミノルタジャパン㈱
サカセ化学工業㈱
サクラ精機㈱
GEヘルスケア・ジャパン㈱
シーホネンス㈱
シーメンスヘルスケア㈱
㈱ジェイ・トラスト
シスメックス㈱
㈱島津製作所
㈱タカゾノ
㈱千代田テクノル
テルモ㈱
日機装㈱
二プロ㈱
日本光電工業㈱
パラマウントベッド㈱
㈱フィリップス・ジャパン
フクダ電子㈱
富士電機㈱
富士フイルムメディカル㈱
㈱ホギメディカル
村中医療器㈱
㈱理舎
㈱リブドゥコーポレーション

1
2
3
4
5
6
7

エーザイ㈱
共創未来ファーマ㈱
沢井製薬㈱
田辺三菱製薬㈱
東和薬品㈱
日本ケミファ㈱
持田製薬㈱

第6ブロック 情報通信部門 （8社）

1
2
3
4
5
6
7
8

㈱アイシーエム
㈱ITガード
アイホン㈱
㈱アルム
㈱アルメックス
㈱ヴァイタス
㈱ケアコム
㈱メドコム

㈱アートネイチャー
㈱アメニティ
㈱医療開発研究所
㈱エヌジェーシー
㈱エフエスユニマネジメント
㈱エラン
㈱LSIメディエンス
㈱キャリアウィン
㈱グローバルヘルスコンサルティング・ジャパン
ケイ.アンビエンテ㈱
㈱サンワ
㈱ジェイワールドトラベル
㈱システム環境研究所
㈱じほう
㈱シード・プランニング
㈱ソラスト
㈱トーカイ
㈱ニチイ学館
㈱日本経営
㈱パースジャパン
PwCコンサルティング合同会社
フィルタス㈱
富士産業㈱
㈱プラスPM
ベストワールド㈱
㈱丸井工文社
八尾医療PFI㈱
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アーパス技研工業㈱
㈱アイホー
アズビル㈱
アルファエネシア㈱
エア・ウォーター防災㈱
㈱オカムラ
北沢産業㈱
コクヨ㈱
コマニー㈱
三建設備工業㈱
㈱三晃空調
三和シヤッター工業㈱
シンフォニアエンジニアリング㈱
スパイラックス・サーコ合同会社
㈱スローライフジャパン
㈱セントラルユニ
ダイダン㈱
田島ルーフィング㈱
㈱中西製作所
日本空調システム㈱
㈱日本シューター
日本調理機㈱
能美防災㈱
㈱パートナ
菱機工業㈱
不二サッシ㈱
㈱フジマック
文化シヤッター㈱
ホシザキ販売㈱
ヤンマーエネルギーシステム㈱
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㈱梓設計
㈱石本建築事務所
㈱伊藤喜三郎建築研究所
鹿島建設㈱
木内建設㈱
㈱教育施設研究所
㈱楠山設計
㈱久米設計
㈱佐藤総合計画　
㈱昭和設計
㈱大建設計
大成建設㈱
大和リース㈱
㈱竹中工務店
戸田建設㈱
㈱内藤建築事務所
㈱内藤ハウス
西松建設㈱
平井工業㈱
㈱藤木工務店
㈱フジタ
㈱松田平田設計
㈱松村組
㈱村田相互設計
㈱山田綜合設計
㈱横河建築設計事務所

Japan Municipal Hospital 
Association・Partners

各会員企業へのご連絡は…
全国自治体病院協議会・賛助会
http://www.jmha-p.net/
QRコードで確認できます

本誌掲載記事の無断転載を禁じます

2024年度 三役会社
会長会社　　　　　 富士電機㈱
副会長会社（会計）　大成建設㈱
副会長会社（総務）　アイホン㈱

公益社団法人全国自治体病院協議会と自治体病院の発展に寄与することを
目指します

理　念

①協議会と協議会所属病院が行う事業に対し協力します
②会員を対象とする研修会等を実施します
③その他本会の目的達成のため必要な事業を行います

基本方針

病院事業に関わる事業を営む者で本会の主旨を十分に理解した法人です

会　員

自治体病院とともに57年

「サイバーセキュリティ」、「スマートフォン活用」
「ベッドサイド情報端末」

全国自治体病院協議会・賛助会広報誌　http://www.jmha-p.net/

賛助会組織について
賛助会ホームページについて　　表紙写真の説明
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Japan Municipal Hospital 
Association・Partners

㈱アートネイチャー
㈱アメニティ
㈱医療開発研究所
㈱エヌジェーシー
㈱エフエスユニマネジメント
㈱エラン
㈱LSIメディエンス
㈱キャリアウィン
㈱グローバルヘルスコンサルティング・ジャパン
ケイ.アンビエンテ㈱
㈱サンワ
㈱シード・プランニング
㈱ジェイワールドトラベル
㈱システム環境研究所

㈱じほう
㈱ソラスト
㈱トーカイ
㈱ニチイ学館
㈱日本経営
㈱パースジャパン
PwCコンサルティング合同会社
フィルタス㈱
富士産業㈱
㈱プラスPM
ベストワールド㈱
㈱丸井工文社
八尾医療PFI㈱
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P<0.005期待人材像の設定人材採用

人事評価の実施と
結果フィードバック

（改善）

質の高い
医療サービスの提供

（行動）
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の教育

セルフマネジメント
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の教育

本人のレベルアップ
行動変容
（決断）

医療マネジメント人材の
育成サイクル

仕組みを導入し効果測定を実施
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表紙写真の説明

撮影：賛助会 第２ブロック 平岡秀一氏撮影：賛助会 第２ブロック 平岡秀一氏

Vol.19かけはし

賛助会　ホームページの利用方法

全国自治体病院協議会・賛助会と検索するか、検索画面のアドレスバーに下記のアドレスを入力してく
ださい。当賛助会のトップページが表示されます。病院お役立ち情報は、下記の方法で検索できます。

トップページ URL

トップページ画面

https://www.jmha-p.net/

公益社団法人 全国自治体病院協議会　会長
望月　泉先生（岩手県八幡平市病院事業管理
者兼八幡平市立病院統括院長）より、「地域
に必要な、地域になくてはならない自治体病
院になろう」をテーマにご講演頂きました。

当日は交通機関の乱れもありましたが、多くの加盟
社にご参加頂きました。

研修会終了後には、円卓着座形式の懇親会を開催致しま
した。懇親会には、講師の望月先生をはじめ、ご来賓の方々
にも出席頂き、参加者間の親睦を深めることが出来ました。

賛助会 佐賀会長 当会３社による企業紹介のご講演がおこなわれました。
左から日本調理機㈱、スパイラックス・サーコ合同会社、フィルタス㈱

全国自治体病院協議会からは吉野事務局長、㈱自治体病院
共済会からは、笠井専務よりご講演頂きました。

病院お役立ち情報  URL https://www.jmha-p.net/outputs/

令和6年度賛助会活動報告
令和６年度第１回研修会　　開催日：令和6年9月19日（木）～20日（金）　場所：ホテルニューイタヤ

急がば回れ瀬田の唐橋
　瀬田の唐橋は、滋賀県大津市の瀬田川に架かる橋（全長223.7メー
トル）です。京都の宇治橋、山崎橋とならんで日本三大橋の1つです。
「瀬田の夕照（勢田夕照）」として知られますが、“急がば回れ”のこと
わざの由来となった橋としても有名です。
　昔、京都に向かう際に、琵琶湖を船で渡る近道がありましたが、比叡
山から吹き下ろす強風によって危険な航路でした。そのため、遠回りで
も安全な「瀬田の唐橋」を通る方が確実であるとされ、このようなこと
わざが生まれました。
　最近では、国土交通省が２０１９年に瀬田の唐橋を起終点として、自
転車で琵琶湖を一周（全長１９３Km）する滋賀県の長距離サイクリン
グルート（名称　ビワイチ）をナショナルサイクルルートとして指定し
ました。

せ た からはし
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賛助会　ホームページの利用方法

全国自治体病院協議会・賛助会と検索するか、検索画面のアドレスバーに下記のアドレスを入力してく
ださい。当賛助会のトップページが表示されます。病院お役立ち情報は、下記の方法で検索できます。

トップページ URL

トップページ画面

https://www.jmha-p.net/

公益社団法人 全国自治体病院協議会　会長
望月　泉先生（岩手県八幡平市病院事業管理
者兼八幡平市立病院統括院長）より、「地域
に必要な、地域になくてはならない自治体病
院になろう」をテーマにご講演頂きました。

当日は交通機関の乱れもありましたが、多くの加盟
社にご参加頂きました。

研修会終了後には、円卓着座形式の懇親会を開催致しま
した。懇親会には、講師の望月先生をはじめ、ご来賓の方々
にも出席頂き、参加者間の親睦を深めることが出来ました。

賛助会 佐賀会長 当会３社による企業紹介のご講演がおこなわれました。
左から日本調理機㈱、スパイラックス・サーコ合同会社、フィルタス㈱

全国自治体病院協議会からは吉野事務局長、㈱自治体病院
共済会からは、笠井専務よりご講演頂きました。

病院お役立ち情報  URL https://www.jmha-p.net/outputs/

令和6年度賛助会活動報告
令和６年度第１回研修会　　開催日：令和6年9月19日（木）～20日（金）　場所：ホテルニューイタヤ

急がば回れ瀬田の唐橋
　瀬田の唐橋は、滋賀県大津市の瀬田川に架かる橋（全長223.7メー
トル）です。京都の宇治橋、山崎橋とならんで日本三大橋の1つです。
「瀬田の夕照（勢田夕照）」として知られますが、“急がば回れ”のこと
わざの由来となった橋としても有名です。
　昔、京都に向かう際に、琵琶湖を船で渡る近道がありましたが、比叡
山から吹き下ろす強風によって危険な航路でした。そのため、遠回りで
も安全な「瀬田の唐橋」を通る方が確実であるとされ、このようなこと
わざが生まれました。
　最近では、国土交通省が２０１９年に瀬田の唐橋を起終点として、自
転車で琵琶湖を一周（全長１９３Km）する滋賀県の長距離サイクリン
グルート（名称　ビワイチ）をナショナルサイクルルートとして指定し
ました。
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～　公益社団法人 全国自治体病院協議会と共に５7年　～

  《 当賛助会は、公益社団法人 全国自治体病院協議会への協力と自治体病院の発展に寄与することを目的としています 》  
全国自治体病院協議会・賛助会

会員数 124社(2024年9月1日現在)

第1ブロック 医療機器・メーカー部門 （２6社） 第２ブロック 施設設備部門 （29社） 第３ブロック 設計建築部門 （２7社）

第４ブロック 製薬部門 （7社） 第５ブロック 医療関連サービス部門（27社）
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小川医理器㈱
グリーンホスピタルサプライ㈱
コニカミノルタジャパン㈱
サカセ化学工業㈱
サクラ精機㈱
GEヘルスケア・ジャパン㈱
シーホネンス㈱
シーメンスヘルスケア㈱
㈱ジェイ・トラスト
シスメックス㈱
㈱島津製作所
㈱タカゾノ
㈱千代田テクノル
テルモ㈱
日機装㈱
二プロ㈱
日本光電工業㈱
パラマウントベッド㈱
㈱フィリップス・ジャパン
フクダ電子㈱
富士電機㈱
富士フイルムメディカル㈱
㈱ホギメディカル
村中医療器㈱
㈱理舎
㈱リブドゥコーポレーション

1
2
3
4
5
6
7

エーザイ㈱
共創未来ファーマ㈱
沢井製薬㈱
田辺三菱製薬㈱
東和薬品㈱
日本ケミファ㈱
持田製薬㈱

第6ブロック 情報通信部門 （8社）
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㈱アイシーエム
㈱ITガード
アイホン㈱
㈱アルム
㈱アルメックス
㈱ヴァイタス
㈱ケアコム
㈱メドコム
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アーパス技研工業㈱
㈱アイホー
アズビル㈱
アルファエネシア㈱
エア・ウォーター防災㈱
㈱オカムラ
北沢産業㈱
コクヨ㈱
コマニー㈱
三建設備工業㈱
㈱三晃空調
三和シヤッター工業㈱
シンフォニアエンジニアリング㈱
スパイラックス・サーコ合同会社
㈱セントラルユニ
ダイダン㈱
田島ルーフィング㈱
㈱中西製作所
日本空調システム㈱
㈱日本シューター
日本調理機㈱
能美防災㈱
㈱パートナ
菱機工業㈱
不二サッシ㈱
㈱フジマック
文化シヤッター㈱
ホシザキ販売㈱
ヤンマーエネルギーシステム㈱
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㈱梓設計
㈱石本建築事務所
㈱伊藤喜三郎建築研究所
鹿島建設㈱
木内建設㈱
㈱教育施設研究所
㈱楠山設計
㈱久米設計
㈱佐藤総合計画　
㈱昭和設計
㈱大建設計
大成建設㈱
大和リース㈱
㈱竹中工務店
戸田建設㈱
㈱内藤建築事務所
㈱内藤ハウス
西松建設㈱
平井工業㈱
㈱病院システム
㈱藤木工務店
㈱フジタ
㈱松田平田設計
㈱松村組
㈱村田相互設計
㈱山田綜合設計
㈱横河建築設計事務所

Japan Municipal Hospital 
Association・Partners

各会員企業へのご連絡は…
全国自治体病院協議会・賛助会
http://www.jmha-p.net/
QRコードで確認できます

本誌掲載記事の無断転載を禁じます

2024年度 三役会社
会長会社　　　　　 富士電機㈱
副会長会社（会計）　大成建設㈱
副会長会社（総務）　アイホン㈱

公益社団法人全国自治体病院協議会と自治体病院の発展に寄与することを
目指します

理　念

①協議会と協議会所属病院が行う事業に対し協力します
②会員を対象とする研修会等を実施します
③その他本会の目的達成のため必要な事業を行います

基本方針

病院事業に関わる事業を営む者で本会の主旨を十分に理解した法人です

会　員

自治体病院とともに57年

「人手不足の解消、職場満足度向上のためのサービス」
「人材強化・研修プログラムツール」
「業務効率」「情報共有ツール」

全国自治体病院協議会・賛助会広報誌　http://www.jmha-p.net/

賛助会組織について
賛助会ホームページについて　　表紙写真の説明
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「経営強化への取り組み」に関するシステム、
サービス、製品等について
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